　第２学年　学級活動指導案

202６年９月１６日（水）
２校時　９：３５～１０：２０
　　　　　　富来小学校　２年１組１４名
指導者　　藤田　諒子
特別支援教育支援員　　太田　美保

１．　題材名　　地震から身を守ろう
　　 教材名　　まもるいのち　ひろめるぼうさい（日本赤十字社）
　　　
２．　本時の指導
（１）本時のねらい　　イラストや写真を見て，危険な場所について話し合う活動を通して，どんなところに危険が潜んでいるか理解し，これからの生活に生かそうとしている。
（２）評価規準　　　自分のいのちは自分で守るために，日常生活の様々な場面で地震から身を守る方法を考えることを通して，危険を回避する行動をしようとしている。
【主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度】（発言・行動観察）
（３）　展開（１/１時）
	学習活動
	時
	具体的な学習活動（○）指導及び支援（・）
	個別の支援

	１．つかむ
	５
	〇これまでどのような訓練をしたのか思い出す。
・これまでの避難訓練やユレルンダーの体験を思い出させる。
・特に最近多い自然災害が地震であることが出たら，本時のめあてを位置付ける。
[bookmark: _Hlk200279398]【めあて】　　じしんからいのちを守る行動ができるようになろう。


	




	２．考えをもつ
	15
	〇地震が起きるとどんなことが起きるか考える。
・地震はある日突然やってくることをおさえる。
・地震の時の避難訓練では，どのようなことに気を付けたか思い出させる。

○イラストを見て，地震が起きた時に危ないところを探す。
・イラストを見ながら，危ないと思うところに〇をつけさせ，なぜ危ないと思ったか理由も考えるようにさせる。
・自分の考えが持てたら，ペアで交流させる。
	




・どこが危険か迷っているときは，落ちてきそうな物は何かを考えるようにさせる。

	３．伝え合い
学び合う

	20
	〇ペアで考えた危険なところについて発表する。
・なぜそこが危険なのか理由を発表させる。
・聞く人は自分たちの考えと同じかどうか考えながら聞くようにさせる。
・地震の時には「倒れてくる物，落ちてくる物，動いてくる物」に気をつけなければいけないことに気づかせる。

○自分たちがふだん過ごしている，富来小学校の教室や図書室などの写真を見て，危険なところについて考える。
・教室では，どこが危ないか近くまで行って発表させる。
・なぜ危ないかの理由も話すようにさせる。
・他の場所の時はどこが危ないか考えさせる。
	






・考えが出てこない時は，どんな物が危なかったか思い出すように助言する。

	４．振り返りをする
	５



	○本時の振り返りをする。
・本時のふりかえりを言葉で出し合わせる。
【振り返りの視点】
〇今日の学習で分かったことは何か。
〇これからの生活にどう生かしていきたいか。



【期待する振り返り】
〇地震の時には色んな物が落ちてくることが分かった。地震の時には周りの物に気をつけたい。
〇家の中では，どこが危ないか考えたい。
〇ほかにも危険な場所がないか見つけながら，気をつけて過ごしていきたい。







	



（３）板書計画９月１６日（水）
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【本時の流れ】　
1 めあて
2 考えをもつ
3 出し合う
4 ふり返り

【富来小学校の図書室】　　
【ふりかえり】　　
・わかったこと
・これからに生かしたいこと
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